高次元もしくは宇宙生命体との邂逅
『すべては宇宙の采配』  奇跡のりんご農家　木村　秋則

帯より　神秘体験を通じて高位の精神世界へ　　　　　2009.7.23
本書をより理解するために　特別寄稿　体験の真実
｢この本に書かれている木村秋則さんの体験を､信じられないという人もいるかもしれない｡木村さんが体験したようなことが起こるはずがない､幻覚だったのではないかと思う人も多いと思う｡
問題なのは､ある体験が正しいか､正しくないか､ということではない｡その体験が､その人にとって､どれほどの真実を含んでいるかということである｡
不可能と言われた無農薬､無肥料でのりんごの栽培を実現した木村秋則さん｡そのプロセスでは､もちろん冷静な観察力やものごとを論理的に考える力が必要だった｡（中略）
大切なのは､すでに現実にあるものではなく､これからあるべきものを見る力｡目に見えないものを見て､自らのヴィジョンを信じて突き進んでいく力｡そのような力を､木村秋則さんは信じられないような体験から得て来たのだろう｡
私は､これらの体験が木村さんにとって真実であったことを信じる｡
あくまでも､手法や技術は合理を貫く｡しかし､志は､他人には容易に信じてもらえないような体験の真実から生まれる｡常人の域を超えた精神的支柱があったからこそ､木村秋則さんは｢奇跡のりんご｣を作ることができたのである｡｣ 　　　　　　　脳科学者 茂木健一郎
目次　　　　　　　　　　　　　　まえがき

第1章 不思議の始まり
マンダラ　白くて大きな発光体が木村氏と一緒に講演会場に入ってきた｡写真に撮るとそれは曼荼羅(宇宙における根本原理を具体的に表したもの)だった｡
別の時間／.巨大な龍を目撃｡生まれて初めての不思議体験｡｢出会ったことを他人に話すな｣ではなく｢(龍が)伝えた言葉を人に話すな｣
たった一度の一等賞／就職・見合い／
きっかけ／タヌキの被害がなくなった経緯
初めて見たＵＦＯ　25歳前後その場に大人9人､全員が見ている⇒これを皮切りにわたしたち家族は何度もＵＦＯを目撃⇒当時は岩木山からの目撃情報が新聞にも載るほど話題になっていた
第2章 泥沼にて
親父／書店の奇跡　偶然の福岡正信『自然農法』－｢農薬も肥料もなにも使わない農業｣との出会い⇒減農薬から無農薬・無堆肥栽培へ
儀式　叔父による願い事を書いた紙を燃やしての占い御神託／ハガキ　10年間有効の税理士試験結果のハガキを女房の眼の前で燃やした／ラバウル　親子二代の夢／運転手　10トントラックで下り坂道の降下しながらブレーキトラブルであわや大惨事を奇跡の回避｡長距離トラックの運転をしていた時に助手席に幽霊を乗せる｡幽霊を乗せた経験､トラック運転手なら日常茶飯事かも…｡
言霊　幽霊､タヌキ､話しかけたりんごの木､キュウリのヒゲ家族愛出会い　150センチに満たない二つの物体がビュンビュン移動｡地球の者ではない｡テレパシーでの会話｡しばらくあとで､ギリシャ神話に出てきそうな姿の人､ソクラテスのような人の手伝いで地球のカレンダーを運ぶ手伝い｡意外に早く終末を迎えるという驚き｡ただし､ソクラテスが教えてくれた年号はマヤ暦の2012年より長かったものの意外に早く終末を迎える｡口外してはいけない
父親参観　子どもの作文と教師の言葉⇒心の限界に
第3章 許された日々
35歳の夜　無間地獄⇒自殺を考えた｡野生のりんご(実はドングリ)を育んでいる土から得た感触に感動！その周辺の土壌を観察して､無農薬・無肥料のヒントをつかむ／自然の楽園　38歳の5月　11年／微生物／活かして生きる　自然とともに生きるということは､ただギャートルズのように自然と同化して走り回ることではなく､｢自然を生かして生きる｣という考え方がとても重要／木に話す　人間の言葉は肥料にも農薬にもなる､よい言葉をかければよい木霊癌と仲良く　言葉療法､毎日のように癌に話しかける､言葉の力を信じている／金属にも魂　道具に魂と心､仕事に魂と心｡意識の高さと責任感｡｢思い｣や｢気持ち｣の持ちようで､心の眼を開く｡／約束　脳外科医のテベッテスさん／農業ルネッサンス／名誉回復　りんご裁判⇒和解文に｢栽培の自由｣の記述　いっときの常識､見えない真実｡世の中は､常識とされていることを土台に経済活動がなされているが､これからの農業はそれよりもなによりも､食べる人のことを本気で考えていかなければ発展しないと思う｡そして､消費者のみなさんには､食の大事さについて見直してほしいと願っている｡世界一　親父とお袋の死
第4章 まだ足りない
拉致　｢ズームイン朝｣の取材前の夜､宇宙人に拉致され､ＵＦＯ内部につれていかれ､内部で白人の男女を目撃｡宇宙人は二人を観察｡別の部屋で動力物質のスペアの説明､地球で発見されている元素は120くらいで実際に使われているのは20くらい｡彼らは256ある元素をすべて使っているという説明を受ける｡また､時間の感覚がまったく違うことを教えられた｡地球の時間で1000年かけないと移動できない距離も｢そこに行く｣と思った瞬間に移動できる｡またしても巨大地球カレンダーを見る｡幻想のなかでソクラテス似の人に告げられたのと同じ時期のところでカレンダーが終わっていることを知る｡お土産をもらったが起きてみると証拠物件がなくなっていた｡生中継終了後｢日本ＵＦＯ研究会｣と名乗る人たちの訪問を受ける｡／一致　それから五年後､何気なく｢ＵＦＯは本当に実在するのか｣という特別番組をテレビで観ていて､ＵＦＯ内部で目撃した白人の男女のうちの女性が出演して､同じ体験を語るのを観る｡
ことごとく女房に説明していたことと一致した｡｢…一人は白人で軍人のような男性､もう一人は眼鏡をかけた東洋人の男性｣⇒確証
龍再び　初めて龍を見てから30数年後に再度8人で写真を撮るとき全員が見た｡写真では光の縞／共鳴　長野在住の人が何度もＵＦＯを見ていた／気づいてないわたし　.風邪で寝込んでいるうちに幽体離脱らしい体験をする｡廻転生のために必要だという人を川に流す様子を目撃する｡1年以上過ぎたある日､幽体離脱らしい体験の一部始終を知っている20歳くらいにしか見えない女性と話す｡｢あの日､大きなシャボン玉に乗って､3人で昇りましたよね…｡木村さんとわたしともうひとりで一緒に行きましたが､その人はあの世で待っています｡｣…｢わたしは木村さんのあの世への案内人なんです｡｣木村さんの｢あなたおいくつですか？｣の問いに｢もうすぐ50になります｣と答えた｡駐車場でのこのやりとりを近くで見ている人がいた｡更に､彼女の不思議な身の上話を聞いた｡最後に｢なぜ､わたしにこんな話､しにきたのですか？｣という問いに毅然とした態度で｢木村さんが気づいていないからです｣｢あなたが気づかないばかりに､です｣｢また必ずお会いしますね｡｣そう言って彼女と別れた｡
資料　講演会で写り込んだオーブ､曼荼羅オーブの写真2枚　※オーブとは英語で球体､宝珠｡写り込む小さな水滴のような光球｡オーブ現象､玉響（たまゆら）
■りんごの無農薬栽培は絶対無理と言われていたのに､苦労の末にそれを成功させた木村秋則さんは､そのお陰でとても有名な人となりました｡でも､こうは考えられないだろうか…｡
｢彼は､世間に知られる必要があった｣と｡(例えば､シャーリー・マクレーンの場合は逆で､時間があるアカデミー受賞前に執筆のサポートを受けて本を書き､後に予言どおり？本当に主演女優賞を受賞したように)彼には､りんご以外にもっと大きな使命がある様に思えてなりません｡まさしくこの本に書かれている様な事を､私たちに知らせるのが彼のお役目なのではないでしょうか｡残り少ない｢地球カレンダー｣のことがとても気になります｡この本には､宇宙人との遭遇や､時間が止まっている間に龍に会った話など､木村さんの不思議な体験がたくさん書かれていました｡私自身はNHKのプロフェッショナルと本とで｢自然農と奇跡のりんご｣を通してしか知らない木村さんですが､彼の話だからこそ､誰もが耳を傾けるのではないでしょうか｡世の中の人々に､その真実を知らせるという使命の元､木村さんは｢奇跡のりんご｣を栽培出来たのだと思います｡りんご栽培が成功する様に天から護られていた､とまで思えるのです｡そしてこの本を出す事も全部､宇宙の采配だったわけです｡是非この本をお読み下さい｡不思議なのにとても面白く安心できる本ですよ｡
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2012.1.18
『奇跡を起こす見えないものを見る力 』 木村秋則　2011..9.27

はじめに

目に見えないものを見ることは､人間は何でも知っているという傲慢な考え方をやめて謙虚になること｡地球に生きているたくさんの存在に思いをはせ､想像をめぐらすこと｡そして､見えないものを見ようと努力することだ｡そんな見えないものを見る力が､奇跡を起こす力になると思うから｡

目次 : 第１章　龍との出会い、不思議とのつきあい
17歳の出会い―私が龍に会ったのは､17歳のとき､高校2年生の夏だった｡数メートル先を歩いていたおじさんの動きがピタッと止まった｡｢時間がとまったのかもしれないな。｣⇒｢龍だ！｣⇒｢龍の重さはセロなんだ｣⇒時間の隙間に私と龍だけがいたような不思議体験
北海道で見た龍－それから30年後無農薬栽培に成功してから｡帯広の講演会で9人で見た⇒デジカメ画像は真っ黒で白か山吹色の光のライン⇒NHKの｢ザ･プロフェッショナル｣に出演して生活が大きく変わった｡
龍の雲－①日本海中部地震1983年(昭和58年5月25日)　②3.11東日本大震災前ほか）
津軽という土地が持つ力／畑に現れる不思議なものたち　UFO､鳥

私とヤマさんの前世物語－レストラン山崎のシェフ－山崎隆／リンゴ畑に市川海老蔵さんがやってきた／杉良太郎さんとの出会い／UFOに乗せられて／龍が伝えたかったこと－もしかすると｢この地球を修復しなさい｣だったのかもしれない｡石川県羽咋市(はくい)のJAはくいでは木村自然栽培塾⇒組合長は中国の行く先々で龍関連のものを目に⇒ＪＡは自然栽培に取り組んでいくべきと決心｡
第２章　なぜ「奇跡のリンゴ」が実ったのか
リンゴを無農薬で育てたい⇒｢リンゴは農薬で育てる⇒福岡正信『自然農法論』／追い詰められた日々／神も仏も拝まない⇒自分の願いは自分自身で叶えるしかない ／｢奈落の底｣でわかったこと⇒何もかも捨てて｢無｣になりなさい｡｢下座頓首｣／欲が少なければ､不幸も少ない⇒太陽と盾と影の関係／一番大きな戦いは､自分との戦い／心が｢主｣で体が｢従｣⇒自然栽培を始める前に､まず人間の心が変わる必要がある⇒心が変わると行動が変わる／老人が見せた地球のカレンダー⇒マヤカレンダーよりは多かったが二桁⇒｢これではあまりに少なすぎる｣⇒｢心が変わらないとダメだ｡でも､心ひとつで変わる｣｢心の修復が必要だよ､意識改革が必要だよ｣／靴底にはさまった小判／寄せては返す波に励まされて／星に答えを尋ねた夜／満月の岩木山で見た｢リンゴの木｣／見えないものを見る力⇒不思議な存在を見せられたのは｢見えないものの存在に気づきなさい｣という天からのシグナルだったのかも／人生で一番うれしい花見酒／私を支えてくれた存在⇒岩木山のドングリ⇒みんながそれぞれに自分の命をつなぎ懸命に生きている｡自分が生きることでお互いを支え合っている｡⇒リンゴが主役
第３章　リンゴと土から学んだこと
農薬や化学肥料は空気と地下水を汚す－10アールあたりの農薬使用量ワーストワンは日本｡市場原理のせい｡ある国の旅行パンフレットでは日本の農薬使用量は極めて多いので､日本ではできる限り野菜を食べないようにしてください｡あなたの健康を害する恐れがあります｣｡化学肥料の問題－窒素肥料10kgのうち50％がガス化､作物の吸収10～15％､雑草は15～20％､土が20～30％大気汚染、土壌汚染､水質汚染｡NOAAが地球温暖化の新たな原因物質に指定｡／ミツバチとアインシュタインの予言－ミツバチがいなくなれば人類は4年しか生きられない｡ミツバチがいないと植物が受粉できないため、植物がなくなり､人間もいなくなる｡ミツバチがいなくなった原因は農薬では／百姓は､百を知る職業－百姓は百の仕事に精通の必要､虫供養､化学物質化敏症／自分がリンゴだったらと考えてみる―自然農法の基本①自然の生態系に沿った栽培をする②化学的に合成されたものは使用しない③植物が本来持っている力を生かして生産向上につなげる④土を生かす⇒畑の雑草は刈らない｡必要に応じて刈り込む｡枝の剪定は葉脈の形に沿う｡窒素が不足した場合は大豆をまく｡重い農機具は畑に入れない｡病気予防には酢の散布｡害虫駆除には発酵させたリンゴ汁の希釈液をバケツに入れて木に吊り下げ､蛾を集めて駆除⇒自然のなかで生き､自然を生かす栽培､作物と対話しながら土と植物の本来の力を引き出す栽培が､自然栽培
／最近､土に触りましたか？－家庭菜園12､3万人が300万人にも｡⇒｢心ひとつで変わる｣⇒自分で野菜を作る人がひとりでも増えれば地球の環境が少しずつでもよくなり､地球カレンダーが少しでも長くなるのでは｡ 消費者も生産者も変わる｡種をまくときに声をかけ､手入れをする時にも挨拶をしていく｡／失敗の数では誰にも負けない／答えは必ずある／バカになったら見えてくる－人が命の危機や魂の危機を体験すると脳は普段使っていない潜在能力を発揮する｡リミッターが切れて制限が外れる体験を一度するとその経験が脳に残り､その後､リミッターが外れたままになる｡バカになる｡／結論を急がなくていい／バクテリアが未来を開く―弘前大学農学生命科学部の杉山修一⇒土の中の有機物が普通の3倍､木村さんの畑は腐植⇒黒土⇒赤土⇒砂利など｡2010年(12月)NASAが｢ヒ素を食べるバクテリアの存在｣を発表
第４章　これからも、「奇跡」を起こし続けるために（今は、つぼみの「つ」にも至っていない/ ある出会い　ほか）
・地球外生命体にとっては酸素も毒に｡｢ケー｣という物質は900万光年を一瞬で移動できる動力を持っている｡／ある出会い／守護霊が伝えたメッセージ－海､水､エネルギー､二人が昨夜話していたこと｡あなたの活動はもっともっと広がります｡世の中を動かす力を持つでしょう｡／｢操り糸｣に逆らわない生き方－結局は大自然のなかで生きる小さな人間｡命が循環し､まわりに生かされ､自分を､まわりを生かしている世界｡自然の前でいくら謙虚になってもなりすぎることはない｡／人はヤドカリご同じ―体と魂｡⇒重いインフルエンザで｢あの世｣=死後世界に行く体験をしたから､あの世には天国も地獄もない／｢魂抜(たまぬ)け｣にならないように⇒私が教えられることは自然栽培の基本であり､｢土台｣だけ｡この栽培に本気で取り組むなら､自分の目を使い､手と足を使って答えを見つけてほしい｡何かのせいにしているとき､人に答えをもとめようとしているとき､魂が自分の体から抜けていないか､考えてみてほしい｡／自分の心を掘ってみる⇒2011.3.11をどう考えるか｡この震災をきっかけに､見えない心を掘ってみればいいのではないか｡いくらお金を儲けてもそのお金で幸せが変えるわけえではない｡本当に大事なものは目に見えない心｡⇒世界の中の日本／太陽はひとつでいい―福島第一原子力発電所の事故｡原発と核廃棄物の処理｡放射性物質の除去にバクテリアの力の可能性｡三宅島では硫黄を食べるバクテリアが急増｡／今､食の見直しを―昔ながらの食＝玄米､味噌､しょう油､納豆､豆腐､漬物､海藻…食物繊維と発酵食｡浦上第一病院(現･聖フランシスコ病院)の秋月辰一郎医師は原爆投下直後から､被爆しながらも被爆患者の治療にあたった｡ワカメの味噌汁と玄米食を食べること｡白砂糖や甘いものを避けること｡被爆した人は血液濃度を保つために水分を飲まないこと｡塩の効いた玄米おむすびを食べた結果､病院スタッフは原爆症になった人が一人もいなかった｡安心な野菜｡リンゴには自分で｢治療｣する能力／｢農業ルネッサンス｣が起きている―石川県羽咋市が国内初の世界農業遺産に認定(世界で9番目)｡農業は国の宝｡／小さな改革から大きなうねりへ―何も知らないからこそ天がいろいろな不思議を起こし､普段目には見えないものの存在を教えてくれたのかもしれない｡土の中､目に見えない部分こそ大切なんだと気づけなければいつまでたってもリンゴを実らせることができなかっただろう｡知識や経験から学んだことからあらためて常識を取り払い､初めて真実に気づくことができた｡人の常識はいつかは変わる｡⇒地球カレンダー､その終わりのときに始まるのは｢心の革命｣｢意識革命｣｡小さい改革を少しずつ大きな改革へ｡
小さな意識改革はすでに始まっている｡
あとがき―｢心が変われば地球が変わる｣　平成23.9
■木村さんの不思議な体験のお話の続きがありました｡
青森であの3.11を体験された後はどんなメッセージを受け取られたのでしょう…?興味津々でした｡
やはり､想いは農業や食の問題にとどまらず､エネルギー問題にも及んでいました｡

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2012.2.20
■追加資料

■シャーリー・マクレーンの３部作は､私のいわばスピリチュアル・ワールドへの誘いとなった本でした｡
確か､彼女も宇宙からの守護霊的存在､もしくは生命体からのサポートを得て本を書くことになりました｡
幽体離脱体験をして､３次元で生きている証である､シルバーコードを見ています｡
確か､輪廻転生のことやＵＦＯのことも…

それから､エドガー・ケーシーに出会い､エリザベス・キュブラー・ロスや立花隆に出会い…

内容はほとんど忘れてしまっているのですが､東北関東大震災でのあの大津波の映像を､繰り返し繰り返し見せられているうちに､｢エドガー･ケーシー｣の日本に関する予言を思い出しました｡
そして､ものすごいタイミングでいろいろな人の本とも､さらにはこの本を買い､どうしたことか奥様を通して貸してくださることになった人とも再会を果たしました｡
そして､最近はまっているＨＰをお聞きする機会をも得ました｡
それも､「幸せ研究所」の一コーナーにリンクを張らせていただいています｡
大げさですが､自分の人生の意味をもやっと腑に落とせるようになりつつあります｡
■シャーリー・マクレーン
□1983年『アウト・オン・ア・リム』―愛さえも越えて⇒世界的に有名になり日本では1986年に翻訳本 
1984年　『愛と追憶の日々』でアカデミー主演女優賞を受賞
□『ダンシング・イン・ザ・ライト』―永遠の私をさがして 

□『オール・イン・ザ・ブレイング』―私への目覚め 

最近の言葉　　　とあるＨＰより…
「銀河の中心に太陽系が並ぶ時､巨大な意識の目覚めが起きます｡2012年12月21日に起こると言われるこの世の終末説は､恐れられているようなひどい悲劇以上に､新たな始まりとなるでしょう｡ 
すべての世界の自然災害や異常気象､そして私達自身が感じている昨今のスピード感は､一体誰がその新たな始まりを見たいのか､そしてこれらのサインに誰が答えるのか､といったことを準備する期間だと信じています」

「私達は一致団結する時に来ています｡太陽系が銀河の中心に真っすぐに整列する現象は､26,000年前以来に初めて起こる現象です｡大規模な電磁波周波数､引力､それらによる天候の変化が起きる時､私達の意識に何が起こるのでしょう？　
そして私達の価値観にどんな影響を及ぼすのでしょう？ 

私は､皆がこの変化のスピードを感じ､その変化にどう対応したらよいか分からないことを知っています｡
私は､この26,000年に1度起こる､因果応報の法則にもとづくカルマのドラマは､私達が新たな始まりの入口に立てる可能性を示していると感じています｡
これは､私達皆が感じている､霊的でスピリチュアルなプレッシャーであって､あなたの内なる魂が
『意識的に行動し､しっかり生きろ！』とあなたに語っているのです｡だからこそ､天候が､テクノロジーが､貧困が､あなたに意識的にしっかり生きるよう要求しているのです｡例えば家を失うことは､『あなたが何者であるのか？』を理解させようとしているのです」

最近の言葉　とある方のブログより…その２　米国在住２５年｡女性
彼女はハリウッド女優であると同時に､著作でも有名だ｡

私は女優の彼女は知っていたが（彼女がアカデミー賞を受賞した「愛と追憶の日々（Terms of Endearment）」は私の大好きな映画のひとつ）､彼女の書いた本を手にしたのは､ほんの５～６年前のことだったと思う｡

何がきっかけだったのかは覚えていないが､精神世界の本にどっぷりとはまった時期があった｡その時に､随分昔にある方がシャーリー・マクレーンの本の話をしていたのを思い出して､手にとった｡
「アウト・オン・ア・リム(Out on a Limb)」だった｡

彼女がこの本を書いた当時､彼女はハリウッドの大スターだった｡この本で彼女は､自らの神秘的な体験を通して､自分の内なる世界への発見と旅について語っている｡

これが書かれたのは1983年のこと｡本の中には､輪廻転生や精霊との交信､UFOのことまで書かれている｡
いくらニューエイジのムーブメントがあったとはいえ､ハリウッド女優がこういう内容を書く､とはすごいことだ｡なんという度胸のある人なんだろう｡彼女の勇気と､信じていることを伝えるそのパワーに畏怖と尊敬の念をいだいた｡

…

その彼女が新作「I'm Over All That And Other Confessions」を出版し､その一環で､マンハッタンでトークがあると知った｡これを見逃すわけにはいかない｡

ということで､(2011年)４月１３日の彼女のトークに出かけていった｡

”92nd Street Y”という場所で､中は結構広いオーディトリアムだった｡私がこのことを知ったのは､当日２日前だったので､席は上のほうだったが､それでもちゃんと彼女の表情が見えた｡

会場は満員｡こういう内容の話は受け付けない人も多いのだが､さすがニューヨーク｡それだけ精神世界について考えている人が多いということだ｡

このトークは１時間半あり､本の話をもっとするのかと思ったが､彼女のデビューの頃のヒッチコックとの話や昔の話が多く､しかも精神世界の話は少なく､ちょっと残念だったのだが､それでも２０１２年の話（２０１２年は２６００年の周期の終わりにあたり､大きなシフトがあるのでは､と言われていること）などを話してくれた｡

そして会場に来ている人からの質問に答える場面で（質問箱が用意されてあり､シャーリーに聞きたい事を書いて､質問箱に入れることができたみたい）､今の日本についてどう思うか？という質問があった｡

シャーリーといえば､日本好き｡彼女の娘はサチという名前だし､自らも日本人に転生したことがある､と言っているくらい｡

その彼女が言うには､
「日本人は東洋人のなかで､唯一ルーツが明確ではない国だ｡日が登る国として定義していて､日本人はスピリチュアルで､高い精神を持った人々だ｡今回の惨事は､本当に心が痛む｡が､同時に今回の出来事､特に原発の問題が日本で起こったことについては､日本が､世界が目を覚まし気付きを与えるために､こういうことを請け負った｡他の国であったら､彼らのように対応できなかっただろう｡原子爆弾を受けたのも日本だったが､日本は原子力と結びつきがあると思う｡」と語っていた｡

本当は､彼女は誤解のないようにもっと言葉を選びながら語っていたので､私の書き方が悪いため､誤解があると申し訳ないのだが､彼女はとても真摯に日本と日本の現状について語った｡それがとても印象的だった｡
